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◎人権を守る社会に不安なし◎
料無

催主

新
潟
地
方
法
魏
局
長
岡
支
局

長
岡
人
権
擁
霞
委
員
協
犠
会

人
権
相
談
所
援後

中
　
　
里
　
　
村

　
　
　
◆
と
　
き
　
六
月
二
十
六
日
（
金
）
　
（
午
前
＋
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
）

　
　
　
◆
と
こ
ろ
　
中
里
村
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

み
な
さ
ん
、
身
の
回
り
の
悶
題
で
困
っ
て
い
る
よ
う
な
こ
と
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
遠
虐
な
く
気
軽
に
相
談
所
へ
お
出
掛
け
下
さ
い
。

相
談
内
容
は
稲
密
を
守
り
絶
対
他
人
に
洩
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
相
該
担
当
者
　
人
権
擁
護
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
中
魚
沼
都
中
塁
村
大
字
倉
俣
高
野
孫
　
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
大
字
貝
野
中
島
辿
治

　
　
　
　
　
　
　
　
新
溜
地
方
法
務
局
長
岡
支
局
菅
原
総
務
課
長

法
務
局
長
岡
支
局
（
長
岡
市
三
和
三
丁
目
）
及
び
人
権
擁
護
委
員
は
、
い

つ
で
も
無
料
、
秘
密
厳
守
で
人
権
間
題
や
法
律
扶
助
関
係
の
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
お
気
輕
に
お
出
掛
け
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
行
政
相
譲
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
魚
沼
那
中
塁
村
大
字
田
沢
山
田
正
平

合
同
相
談
な
の
で
行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
・
老
人
福
祉
相
談

等
が
合
同
で
行
わ
れ
ま
す
。

成
人
畠
▼

日
時
七
月
十
六
日
十
時
開
式

　
　
　
受
付
八
時
半

対
象
者

場
　
所

昭
和
三
十
五
年
四
月
二

日
か
ら
昭
和
三
十
六
年

四
月
一
日
ま
で
に
生
れ

た
方
中
里
村
総
合
セ
ン
タ
ー

　
※
当
日
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

　
　
で
是
非
お
い
で
く
だ
さ
い
。

雨
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
止

　
六
月
十
五
日
か
ら
二
十
日
ま
で

梅
雨
ど
き
の
交
通
事
故
防
止
運
動

を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
時
期
に
は
雨
天
が
直
接
、

間
接
に
原
因
と
な
っ
た
交
通
事
故

が
多
発
し
ま
す
が
、
特
に
死
亡
事

故
の
発
生
率
が
高
く
な
り
ま
す
。

　
歩
行
者
は
傘
を
ま
っ
す
ぐ
に
さ

し
、
道
路
横
断
、
特
に
夜
間
は
右

左
の
安
全
を
確
か
め
、
無
理
な
横

断
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
ワ
イ
パ
ー
の

作
動
や
ガ
ラ
ス
の
曇
り
な
ど
か
ら

視
野
が
狭
く
な
り
ま
す
。
横
断
歩

道
で
の
安
全
確
認
は
確
実
に
行
い

ま
し
よ
う
。

成　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
者
募
集

　
中
里
村
国
民
健
康
保
険
で
は
、

疾
病
の
予
防
、
早
期
発
見
及
び
早

期
治
療
を
推
進
し
、
被
保
険
者
の

健
康
増
進
に
つ
と
め
る
た
め
、
成

人
予
防
対
策
と
し
て
、
総
合
健
康

診
断
を
実
施
し
ま
す
。

〈
受
診
対
象
者
V

・
国
保
加
入
者
で
四
十
歳
か
ら
六

　
十
歳
ま
で
の
者
（
定
員
三
十
二

　
名
）
・
費
用
”
八
千
四
百
円
λ
個
人

　
負
担
）

・
受
診
場
所
旺
小
出
検
診
セ
ン
タ

　
ー
（
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
送
迎
）

・
実
施
月
涯
八
月
中

※
希
望
者
は
印
鑑
を
持
参
の
上
、

　
六
月
三
十
日
ま
で
に
、
保
健
課

ま
笛
樋
擬
さ
い
．

　
七
月
一
題
嘆
筆
霞
、
い
っ
せ
い
に

　
“
事
業
所
統
計
調
査
”
が
行
わ
れ

ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
我
が
国
の
す
べ
て

の
事
業
所
を
対
象
と
す
る
国
の
最

も
基
本
的
な
統
計
調
査
の
一
つ
で

我
が
国
産
業
の
見
取
り
図
と
し
て

国
の
政
策
の
基
礎
資
料
と
し
て
利

用
さ
れ
ま
す
。

　
事
業
所
と
い
う
の
は
、
人
が
賃

金
や
報
酬
を
得
て
働
い
て
い
る
場

所
の
こ
と
で
、
会
社
や
工
場
、
店

舗
、
官
公
庁
、
病
院
、
学
校
の
ほ

か
、
神
社
、
寺
院
な
ど
も
含
ま
れ

ま
す
。

　
事
業
所
に
は
、
七
月
一
日
前
に

調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、

御
傍
繍
噸
調
嶢

善
蓮
鵬
灘
が
と
う

▼
中
里
皇
居
勤
労
奉
仕
団
（
中
菊

　
会
）
よ
り
、
学
校
へ
雑
布
百
三

　
十
枚
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

▼
小
原
の
広
田
十
一
郎
さ
ん
よ
り

　
故
父
広
田
醇
さ
ん
の
香
典
返
し

　
と
し
て
村
の
社
会
福
祉
協
議
会

　
に
二
万
円
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

■
角
。
響
。
”
雛
響
画
、
甘
自
。
響
2
鱒
踏
，
栂
長
凹
■
轡
、
命
。
榊
、
奇
・
饗
・
轟
V
響
貞
贋
響
自
・
響
・
自
・
縛
・
・
麟
・
響
A
聞
響
角
・
琳
・
畠
・
》
＆
・
域
島
”
・
轡
・
A
皿
翼
・
秘
撃
畠
・
曾
畠
・
轡
，
画
．
響
畠
．
曾
自
．
羅
，
A
凹
．
響
畠
．
翼
。
甘
．
自
，
曾
自
・
轡
自
・
轡
，
・
曇
騨
．
，
蝕
．
曾
窮
．
響
爵
．
曾
・
角
・
轡
・
趨
・
曾
・
＾
の
騨
・
自
・
響
・
・
爵
・
響
・
黄
・
曾
・
・
”
興
・
響
畠
・
響
轟
・
簿
A
皿
・
響
・
趨
・
響
『
門
凹
・
響
蕊
塾
曾

【乙種第4類】

6月23～24日：小千谷市民会館

6月24～25日：長岡自治会館

【丙種】

6月26日：長岡自治会館

【申込み期日】

講習日の14日前から7日前まで

に十日町地域消防本部予防課ま

で。

人
生
往
来

＊
産
　
声
＊

寿
和
（
山
田
和
人
）
角
間

宗
昭
（
広
田
正
平
）
干
溝

　
義
雛
磁
鳶
m
響
義
け
曾
・
自
・
響
義
郎
研
ザ
高
駈
曾
・
趨
・
轡
．
慈
．
》
角
．
響
，

さと樋量
ら　　も

ね質告み
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ノ’

　　　田，

　、、『

1（・

　　b

　　し歯貧チ
　　3　耕へ・　9
、、うなて3
卜2も鴛
　　　　　b、　　　て　　　　　り

受　ふ

う　i
・だワ　ん

　　　　　／、＼
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（
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監　　ぱん
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、
　
／

　危険物取扱者試験の

準備講習会日程のお知らせ

防火管理者資格付与講習会

　　日程のお知らせ

【講習日時】

7月9日～10日の9時から16時

まで（2日間）

【講習会場】

十日町地域消防本部講堂

【申込み期日】

6月20日～30日まで

※詳しくは十日町地域消防本部

　予防課まで（含7－1555）

康
太
（
山
田

善
栄
（
上
村

喜
代
美
（
山
田

さ
ゆ
り
（
志
田

裕
樹
（
山
田

　
暁
　
（
富
井

麻
衣
子
（
中
沢

江
梨
子
（
服
部

千
　
恵
（
清
滝

弘
司
（
吉
楽

彩
　
子
（
南
雲

＊
高
砂
＊

｛　片
桐
登
規
雄

　
霜
垣
八
代
江

｛　
鈴
木
国
男

　
太
田
チ
イ
子

｛　広
田
　
　
浩

　
福
原
和
子

｛　鈴
木
　
隆
夫

　
山
崎
由
美
子

｛
融
鱗

｛　飯
塚
　
英
二

　
樋
口
ひ
ろ
子

｛
　
大
口
　
富
雄

　
山
田
百
合
子

＊
昇
　
天
＊

南
雲
　
ハ
ル

広
田
　
　
醇

樋
口
　
義
勝

藤
ノ
木
昌
次

保
坂
　
新
造

茂
夫
）
清
田
山

敏
昭
）
高
道
山

武
夫
）
宮
中

豊
美
）
土
　
倉

廣
一
）
田
　
代

博
一
）
如
来
寺

健
一
）
上
　
山

　
寧
）
如
来
寺

俊
彦
）
上
　
山

弘
一
）
宮
中

一
男
）
堀
之
内
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如
来
寺

十
日
町
市

重
　
　
地

十
日
町
市

干
　
　
溝

十
日
町
市

重
　
　
地

十
日
町
市

荒
　
　
屋

十
日
町
市

十
日
町
市

朴
木
沢

重
　
　
地

津
南
町

宮上干小程

中山溝原島

　
編
集
後
記

★
今
月
号
か
ら
の
マ
ン
ガ
コ
ー
ナ

　
ー
を
担
当
し
て
く
れ
る
二
人
を

　
紹
介
し
ま
す
。
山
田
ま
ゆ
み
さ

　
ん
と
中
島
貴
子
さ
ん
で
す
。
二

　
人
は
十
日
町
高
校
漫
画
ク
ラ
ブ

　
に
所
属
し
て
い
る
、
と
て
も
可

　
愛
い
お
嬢
さ
ん
達
で
す
。
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鐡
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．
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藁
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鷲

隆
蝶
欝
虫
歯

歯医者さん痛くしないでね。

96．6％

古刀く先生顯黄

96．2％

中里村立歯科診療所医師

27．6％

82．5％

ソb。乙％
100％

50％

の歯
害

虫

十
五
歳

十
二
歳

三
歳

一
歳
半

㊦㊥㊥㊥㊥㊥＠

　5．3本　　　　3．3本　　　　6・2本

．
囎

　　も　　　　　　　ゆ　　〃ノ46　、
　　　　・　　　　　骨ずい炎

　　　　　　　　　心疾患

　i　　ネフ・一ゼ饗

その他の慢性病患

1本

　
「
中
里
村
、
大
変
人
情
が
あ
っ
て
住
み
や

す
い
で
す
已
と
、
上
手
な
日
本
語
を
話
す
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

営
歯
科
診
療
所
の
黄
先
生
に
、
虫
歯
に
つ
い

て
伺
っ
て
み
ま
し
た
。

ー
虫
歯
の
予
防
方
法
は

　
「
食
べ
た
ら
歯
を
み
が
く
こ
と
、
一
日
三

回
食
後
三
分
以
内
、
三
分
間
み
が
く
」
　
コ

歳
半
～
三
歳
の
間
に
ほ
と
ん
ど
の
子
供
が
虫

歯
に
か
か
る
の
で
、
親
が
い
っ
し
ょ
に
な
っ

て
、
歯
を
み
が
く
習
慣
を
つ
け
さ
せ
る
こ
と
」

「
寝
る
前
に
必
ず
歯
を
み
が
く
習
慣
を
つ
け

る
こ
と
」
　
「
な
ん
と
い
っ
て
も
、
早
期
検
診

と
早
期
治
療
が
大
切
で
す
凶

輪㊥

亀
亀
㌣
…

　
日
本
の
子
供
た
ち
は
、
虫
歯
が
世
界
一
多
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
中
里
村
の
五
十
五
年
度
歯
科
検

診
の
結
果
に
よ
る
と
、
虫
歯
に
か
か
っ
て
い
る
子
供

は
…
：

と
歯
が
は
え
始
め
る
そ
ば
か
ら

五
歳
児
（
乳
歯
）
中
学
生
（
永
久
歯
）
で
は
、
虫
歯

の
な
い
子
を
捜
す
方
が
困
難
と
驚
く
べ
き
結
果
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
六
月
四
日
か
ら
の
歯
の
衛
生
週
間
を
機
会
に
も
う

一
度
家
族
ぐ
る
み
で
、
歯
の
健
康
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

こわ～い

　
虫
歯
は
一
度
で
き
る
と
決
し
て

元
に
は
も
ど
り
ま
せ
ん
。
虫
歯
が

進
行
し
て
痛
む
と
、
と
て
も
切
な

い
も
の
で
す
。

　
虫
歯
の
害
は
痛
み
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

▽
発
育
が
遅
れ
る

　
食
物
を
十
分
か
め
な
い
の
で
消

化
が
悪
く
な
り
ま
す
。

▽
他
の
病
気
を
併
発
す
る

▽
乳
歯
は
は
え
か
わ
っ
て
も
…

　
乳
歯
は
ど
う
せ
は
え
変
わ
る
か

ら
と
考
え
る
の
は
、
大
き
な
ま
ち

が
い
。

　
永
久
歯
の
歯
な
ら
び
が
悪
く
な

っ
た
り
、
虫
歯
や
歯
そ
う
の
う
ろ

う
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

と　　　　　　　一
歯▽▽▽▽人▽▽！▽
が中小三一平中小二一
は学学　　均学学
え生生歳歳虫生生　歳
始＿＿　　歯o一歳
め三六　半本二六　半
る年年　　数年年
そ））　　 は））
ば

か六三五一　九九八二
ら…　　本　六六二七
ヤ　　ハ　コ　ゴ　　　　　　じ　　　　　　　　の

虫本本本　　六二五六
歯　　　　　％％％％
に

お

か

さ

れ

虫歯の

原因

たのしいなあ歯みがきって

頑

〈
お
や
つ
は
時
問
を
決
め
て
V

　
虫
歯
は
何
を
食
べ
る
か
よ
り
、

何
回
食
べ
た
か
が
問
題
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
三
回
の
食
事
と
一
～

二
回
の
お
や
つ
を
き
ま
り
よ
く
与

え
る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

〈
卵
、
牛
乳
製
品
、
果
物
を
中
心

と
し
た
お
や
つ
を
V

　
お
や
つ
も
食
事
の
う
ち
で
す
。

糖
質
だ
け
の
お
や
つ
で
は
、
バ
ラ

ン
ス
が
と
れ
な
く
砂
糖
が
多
す
ぎ

ま
す
。

〈
水
を
の
む
習
慣
を
V

　
同
じ
物
を
食
べ
て
も
口
を
す
す

ぐ
、
水
を
飲
む
等
で
随
分
虫
歯
を

予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
赤
ち
ゃ
ん
の
こ
ろ
か
ら
、
、
・
ル
ク

や
果
汁
を
飲
ん
だ
ら
、
湯
ざ
ま
し

を
飲
ま
せ
る
習
慣
を
つ
け
、
、
、
、
ル

ク
を
飲
み
な
が
ら
眠
る
よ
う
な
、

ク
セ
は
つ
け
さ
せ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　』、

　
虫
歯
は
、
ミ
ュ
ー
タ
ン

ス
と
い
う
細
菌
が
中
心
と

な
っ
て
お
こ
る
病
気
で
す
。

こ
の
菌
は
口
の
中
に
い
つ

も
住
ん
で
い
て
、
食
物
の

中
の
砂
糖
を
栄
養
に
し
て

増
え
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
砂
糖
か
ら
、
ね

ば
り
が
あ
っ
て
溶
け
な
い

デ
キ
ス
ト
ラ
ン
と
い
う
物

質
を
つ
く
り
、
歯
に
く
っ

つ
き
ま
す
。

高道山小学校2年

　　桑原砂

　
虫
歯
が
な
い
と
い
う
砂
織
ち
ゃ

ん
が
、
体
操
服
姿
で
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
に
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
歯
は
一
日
何
回
み
が
く
の
と
聞

く
と
「
朝
と
昼
で
夜
は
あ
ま
り
み

が
か
な
い
已

　
お
母
さ
ん
は
、
虫
歯
に
な
ら
な

い
よ
う
に
よ
く
注
意
す
る
の
？
・
・

「
そ
ん
な
に
言
わ
な
い
け
ど
、
歯

に
よ
い
か
ら
ニ
ボ
シ
を
食
べ
な
さ

い
と
い
い
ま
す
2

　
　
　
　
　
　
　
「
甘
）
も
の
も
好
き
だ
け
ど
、
歯

　
　
　
　
　
　
は
き
ち
ん
と
み
が
く
よ
う
に
し
て

　
　
　
　
　
　
　
い
る
已
と
行
儀
よ
く
話
し
て
く
れ

虫歯の

予防

デ
キ
ス
ト
ラ
ン
は
歯
の
表
面
に
住

み
、
酸
を
作
り
歯
を
と
か
し
て
し

ま
い
ま
す
。

こ
う
し
て
歯
に
穴
が
あ
き
虫
歯
が

で
き
る
訳
で
す
。響細菌

，’

食物β

う℃乏

撃

歯
み
が
き
の
習
慣
は
0
才
か
ら
ガ

●
前
歯
が
は
え
そ
ろ
っ
た
ら
、
ぬ

　
れ
た
ガ
ー
ゼ
で
ふ
い
て
や
り
ま

　
す
。
お
母
さ
ん
は
口
の
中
を
見

　
る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

●
お
誕
生
を
む
か
え
た
ら
、
朝
晩

　
歯
ぶ
ら
し
で
軽
く
こ
す
っ
て
汚

　
れ
を
と
っ
て
や
り
ま
す
。

●
二
才
を
す
ぎ
た
ら
お
も
ち
ゃ
が

　
わ
り
に
歯
ぶ
ら
し
を
持
た
せ
て

　
一
人
で
み
が
く
練
習
を
始
め
ま

　
す
。

　
小
学
校
に
あ
が
る
ま
で
は
、
お

母
さ
ん
が
手
伝
っ
て
あ
げ
ま
す
。

規
則
正
し
い
生
活
と
食
事
〃
”

　
虫
歯
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
何

と
い
っ
て
も
お
や
つ
の
与
え
方
で

す
。
子
供
か
ら
全
部
甘
い
も
の
を

取
り
あ
げ
て
し
ま
う
の
は
困
難
で

す
が
、
の
べ
つ
ま
く
な
し
に
与
え

な
い
で
、
量
と
時
問
を
決
め
る
。

呂美
田沢小学校5年

　　　星野日

ま
し
た
。

　
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊

　
虫
歯
の
な
い
日
呂
美
ち
ゃ
ん
の

家
に
伺
い
ま
し
た
。

　
歯
み
が
き
は
一
日
何
回
す
る
の

と
聞
く
と
「
一
日
一
回
だ
け
凶

横
に
い
た
お
母
さ
ん
に
、
虫
歯
に

な
ら
な
い
よ
う
に
と
く
に
注
意
を

し
た
の
で
す
か
と
聞
く
と
「
特
に

注
意
を
し
た
と
い
う
こ
と
は
な
い

ん
で
す
け
ど
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら

煮
も
の
な
ど
に
入
っ
て
い
る
ニ
ボ

シ
や
小
魚
を
よ
く
食
べ
る
子
で
し

た
ね
え
ー
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。「
食
べ
も
の
を
食
べ
た
あ
と
口
を

す
す
ぐ
よ
う
に
し
た
こ
と
と
、
何

ん
で
も
食
べ
る
の
が
良
か
っ
た
の

か
な
」
と
元
気
よ
く
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

意
外
に
多
い
砂
糖
蓋
ガ

．
菓
子
、
キ
ャ
ヲ
メ
ル
、
ヂ
ョ

シ
レ
韮
ト
に
は
砂
糖
懸
多
騨
こ

之
が
麹
ら
れ
て
い
ぎ
塵
が
、
意

外
麟
峯
雛
も
の
と
耀
て

0
崖
酸
飲
料
、
蓋
ジ
、
ユ
L
ス
一

．
『
本
薫
讐
砂
g
離
後
　
　
、
　
、
、
，
妙

O
プ
》
ン
剃
偲
臥
銘
農

O
ヨ
ー
グ
ル
ト
噌
個
罐
欝
瑳

O
ア
イ
ス
ク
リ
肇
ム
一
、
億
薩
欝

　
な
　
網
日
に
砂
糠
は
20
㌻
鐵
織
鶉
晒

窪
蘇
熱
籔
麟

一
星
を
こ
え
て
暴
購
葵
．
，
、

倉俣中学校2年

島田真、

。
鳥
柳

》

　
歯
は
一
日
一
回
、
よ
く
み
が
い

て
い
ま
す
。
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
両

親
に
、
歯
を
み
が
く
よ
う
に
言
わ

れ
ま
し
た
。

　
家
族
は
虫
歯
が
あ
り
ま
す
が
、

自
分
が
虫
歯
が
な
い
の
は
、
食
物

を
食
べ
た
あ
と
は
、
必
ず
水
で
口

を
す
す
ぐ
よ
う
に
し
た
の
と
、
す

み
ず
み
ま
で
よ
く
み
が
く
よ
う
に

し
た
の
が
良
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

ま＊と＊め
　
虫
歯
予
防
に
は
家
族
み
ん
な
の
協
力
が
必

要
で
す
。

「
私
は
甘
い
も
の
を
や
り
た
く
な
い
け
ど
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
…
」
と
い
う
お
母
さ
ん
が

よ
く
い
ま
す
。

　
家
族
一
人
一
人
の
虫
歯
に
対
す
る
考
え
方

や
「
し
つ
け
」
が
違
っ
て
い
た
ら
、
一
番
困

る
の
は
子
供
自
身
で
す
。

”
泣
く
子
に
は
菓
子
”
で
は
な
く
、
き
び
し

い
愛
情
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
家
族
だ
け
で
な
く
、
近
所
の
人
も
、

む
や
み
に
よ
そ
の
子
供
に
お
や
つ
を
与
え
な

い
な
ど
、
地
域
ぐ
る
み
の
と
り
く
み
が
必
要

で
す
。

　
と
に
か
く
お
母
さ
ん
の
努
力
だ
け
で
は
ダ

メ
で
す
！
家
族
、
地
域
、
学
校
、
行
政
が
一

体
と
な
っ
て
、
こ
れ
以
上
子
供
た
ち
の
虫
歯

を
ふ
や
さ
な
い
よ
う
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。



題℃

（第3種郵便物認可）（4）広報噸かマとNb299　　56．6．10

　
　
あ
や
卑

珍
幾
㌧
ー

箆
μ
傷

　
、
　
ヂ
　
　
　
　
ニ
八

＼
《
メ
ノ
，
人

や
，
、
も

粟
－
＾
イ

本
、
（
』
『

　
矯
“
、
、

　
　
摩
ん
｝

瀬
は
、
ゾ
教
ア
覧
曳
レ
　
　
　
試
－

／
廿
h
ぎ
健
轡
謝
…
磁
、
憾
、
、
ぐ
実
潜
討

　
　
　
　
　
　
　
　
　
薩
驚
始
、

　
　
　
　
　
　
　
も
．
竃
乳
麹

　
　
　
　
が
・
し
、
、
駅
㎏
《

　
　
＼
勇
・
、
　
、
勢
薫

．
4
項
。
駕
．
、
乙
㍉
　
、
～

答
き
（
ヤ
、
悼
、
賃
、

格
し
兎
ノ
〉
塗
縛
乏

　
　
　
ン
ン
い
　
　
　
ノ
つ

翻
、
ギ
，
、
七
駄
㌔
て

　
　
　
　
　
　
　
N
c
」
　
　
　
　
急
皆

し
筆
、
曳
　
ふ
響
、
短
、
告

μ
∴
λ
も
隊
！
鷹
ノ
・
舞

そ
－
≧
、
　
望
羨

　
　
　
　
　
レ
幽
擬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝋
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貝
4

　
　
　
　
　
滅
・
ぞ

鵠
慧
塁
乙
い

、
窪
鳶
，
ド
翁
瀞

々
参
匁
－
ε
・
・
　
※
霞
謡
、

　　　．－“へ￥凧

　　　輪＼
　　峰・
　　　　ま　妬♂ぎ
教タ・A

郭▽遭
　　り奪ぐ　　ρθぐ
　　　り　／一，

　　攣露
　ノ　　　　　ワ　　　び
　　　　　　　ノ

　　　　マ

　・磯・清津峡（小）

　　　　6年生

爾
V
灘

　
　
　
　
　
　
　
ぐ

　
　
＼
曳
、

抵
尺
と
私
は
、
磁
沢
癒
a
駅
訊
『
D
）
で
オ
7
．
そ
の
か
K
め
に
　
あ
船
の
わ
↓
剰

懸
、
ズ
君
鵡
り
丈
夢
も
じ
・
て
〃
ラ
．
狛
敷
蕃
毒
．
私
駅
ま
3

勢
蒔
父
繕
ビ
轡
幻
屯
す
鉄
t
し
低
そ
う
で
づ
．
そ
歎

潟
、
暫
嶺
塗
ぶ
敷
隼
冗
炊
丈
乙
し
寮
。
段
．
監
で
、
今

尽
そ
陽
、
迄
ぞ
い
焦
与
試
、
義
そ
、
．
変
ま
ひ
ま

象
5
拶
そ
う
で
づ
．

父
ゆ
時
亮
荻
を
ざ
．
て
・
私
重
素
、
鼠
ば
づ
．
ぞ
し
て
・
終

～
づ
セ
緯
㌃
も
き
博
，
－
か
し
、
私
孟
君
ぞ
晃

妻
き
ざ
歌
を
こ
乙
ξ
あ
ウ
吾
す
．
こ
う
c
、
っ
父
乞
動
瀞
ズ

で
も
づ
び
ぢ
し
奨
竃
葱
享
づ
．
ま
k
、
穿
敵
も
し
イ
e
5
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
墨
角
彩
之
4
籍
井
隆
を

日
圏
圏
　雀

　山

本

♀チ
六

歳工

　
父
の
日
が
近
ず
い
て
き
た
。
父

の
想
い
出
は
「
キ
リ
」
の
な
い
程

た
く
さ
ん
あ
る
が
、
鮮
明
に
心
に

刻
み
込
ま
れ
残
っ
て
い
る
も
の
を

書
い
て
み
よ
う
。

　
一
番
心
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は

五
・
六
歳
の
こ
ろ
だ
と
思
う
。
す

ぐ
下
の
妹
と
村
に
一
軒
あ
る
雑
貨

店
の
前
で
遊
ん
で
い
た
と
き
の
こ

と
で
あ
る
。
店
の
軒
下
に
「
ボ
ー

ダ
ラ
」
が
い
っ
ぱ
い
箱
に
入
っ
て

置
い
て
あ
っ
た
。
何
気
無
し
に
、

「
ヒ
レ
」
の
所
を
引
張
る
と
ツ
ー

と
一
本
取
れ
た
。
妹
に
も
一
本
む

し
っ
て
や
っ
た
七
・
八
セ
ン
チ
く

ら
い
の
物
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
二
人

し
て
し
ゃ
ぶ
っ
た
も
の
だ
。
家
に

帰
っ
て
妹
が
家
の
者
に
し
ゃ
べ
っ

た
ら
し
い
。
父
は
私
に
赤
い
布
の

米
を
入
れ
る
袋
を
持
た
せ
て
「
黙

っ
て
人
の
物
を
取
る
子
は
、
家
に

は
置
け
ぬ
、
今
か
ら
こ
じ
き
に
出

す
か
ら
出
て
行
け
」
と
に
ら
み
つ

け
た
、
母
が
と
り
な
し
て
も
だ
め

だ
っ
た
。
こ
れ
は
大
変
な
こ
と
に

な
っ
た
と
思
い
な
が
ら
、
陽
の
カ

ン
カ
ン
照
る
外
に
出
た
。
私
は
こ

の
時
、
人
の
物
は
何
一
つ
で
も
黙

っ
て
取
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
を

身
に
し
み
て
覚
え
さ
せ
ら
れ
た
。

　
こ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
た
。
父
は

弁
当
持
ち
で
通
勤
し
て
い
る
。
あ

る
と
き
、
弁
当
を
洗
う
た
め
母
が

ふ
ろ
し
き
包
み
か
ら
出
す
と
ペ
コ

ン
と
へ
こ
ん
で
い
た
。
夕
食
時
に

誰
が
へ
こ
ま
し
た
の
か
話
題
に
な

っ
た
。
み
ん
な
が
「
私
じ
ゃ
な
い
」

と
主
張
し
た
。
も
ち
ろ
ん
私
も
で

あ
る
。
し
か
し
考
え
て
み
る
と
、

さ
っ
き
「
お
ぜ
ん
」
か
た
ず
け
の

と
き
、
何
か
堅
い
物
を
踏
ん
だ
よ

う
な
気
が
す
る
「
そ
う
だ
あ
の
時

私
が
踏
ん
だ
ん
だ
已
と
気
ず
い
た

が
、
今
更
私
だ
っ
た
と
は
、
弟
妹

達
の
手
前
も
あ
り
素
直
に
あ
や
ま

れ
な
い
。
父
は
し
ん
み
り
と
「
俺

は
何
も
不
幸
な
こ
と
は
な
い
が
、

子
供
達
の
中
に
不
正
直
者
が
い
る

と
思
え
ば
な
に
よ
り
も
そ
れ
が
せ

つ
な
い
」
と
後
は
何
一
つ
言
わ
ず

に
黙
々
と
夕
食
を
終
え
た
。
私
は

寝
て
か
ら
も
、
家
中
の
者
を
不
愉

快
に
さ
せ
た
こ
と
、
陽
気
な
父
の

わ
び
し
気
な
姿
を
思
う
と
、
と
て

も
心
苦
し
く
可
責
の
念
に
か
ら
れ

正
直
と
い
う
こ
と
の
大
切
さ
を
、

し
み
じ
み
悟
ら
せ
ら
れ
た
。

　
今
も
昔
も
子
を
思
う
親
心
は
変

り
な
い
。
可
愛
い
け
れ
ば
な
お
さ

ら
、
幼
児
の
こ
ろ
善
悪
の
け
じ
め

は
父
親
を
中
心
と
し
て
家
族
ぐ
る

み
、
き
ち
ん
と
つ
け
て
や
る
べ
き

だ
と
思
う
。
父
親
が
先
ず
信
頼
さ

れ
る
生
活
姿
勢
を
子
供
に
示
す
こ

と
が
肝
要
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か

　
幼
児
期
、
少
年
・
少
女
の
傷
つ

き
易
い
年
ご
ろ
の
家
庭
教
育
を
、

ど
う
か
お
父
さ
ん
達
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。
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∫
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◎
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畜
▲

ぼ

倉俣（小）

3年生

巽・飛の
　、尊載ξれて

＼礁蔚☆響
所▽1諭㌻…二、・

　　　ノ帰　、“　e
　　　一　！寸＼　鐙　・＼

　　　☆撞翠㌧
　　　　囹乞、・拠
　　　　　啓yジ

　　お袈さん

くl　v

　　田沢（小）

　　2年生

タ
、
蜜
、
へ

　
ξ

、郷

　　　　田中　　　　　　王
　　　　　　　広田順子　　〆・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　が

、茎の坦一．、　　　数“＼
　6月21日はお父さんに感謝する日です

長い間働きつづけているお父さんは家庭

の幸福の原動力となる、たのもしい存在

です。ふだんなんでもないように見える

勤めも、職場にあればどんなに苦労して

いるのかわかりません。

　そういう見えない苦労を家族みんなで

理解し、お父さんへの感謝の気持をもち

ましょっ。
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税
の
知
講
（
住
民
税
）

お
年
寄
り
や
障
害
者
と
税
金

　
長
い
間
社
会
に
貢
献
さ
れ
た
お

年
寄
り
に
対
し
、
福
祉
対
策
の
強

化
と
と
も
に
、
税
金
の
面
で
も
、

い
く
つ
か
の
特
典
を
設
け
て
い
ま

す
◎◎
お
年
寄
り
が
受
け
ら
れ
る
特
典

　
年
令
が
六
十
五
歳
以
上
で
所
得

金
額
（
収
入
金
額
か
ら
必
要
経
費

を
差
し
引
い
た
後
の
金
額
）
が
、

一
千
万
円
以
下
の
人
は
次
の
特
典

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

①
老
年
者
控
除
と
し
て
所
得
金
額

　
か
ら
二
十
一
万
円
を
差
引
く
こ

　
と
が
で
き
ま
す
。

②
国
民
年
金
や
厚
生
年
金
な
ど
の

　
公
的
年
金
や
恩
給
を
受
け
て
い

　
る
人
は
、
収
入
金
額
か
ら
老
年

　
者
年
金
特
別
控
除
額
七
十
八
万

　
円
を
差
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
公
的
年
金
や
恩
給

だ
け
の
収
入
金
額
の
人
は
、
老
年

者
年
金
特
別
控
除
七
十
八
万
円
、

老
年
者
控
除
二
十
一
万
円
、
給
与

所
得
控
除
五
十
万
円
、
基
礎
控
除

二
十
二
万
円
が
受
け
ら
れ
ま
す
か

ら
、
百
七
十
一
万
円
の
収
入
金
額

が
あ
っ
て
も
住
民
税
は
か
か
り
ま

せ
ん
。

◎
お
年
寄
り
を
扶
養
し
て
い
る
人

　
が
受
け
ら
れ
る
特
典

生
計
を
い
っ
し
ょ
に
し
て
い
る
親

族
で
所
得
が
一
定
額
以
下
の
人
に

つ
い
て
は
、
配
偶
者
控
除
や
扶
養

控
除
と
し
て
、
一
人
あ
た
り
二
十

二
万
円
を
所
得
金
額
か
ら
差
引
く

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
こ
の
控
除
の

対
象
と
な
る
親
族
が
七
十
歳
以
上

の
お
年
寄
り
（
障
害
者
で
な
い
人

）
で
あ
る
と
き
は
、

①
老
人
扶
養
親
族
一
人
に
つ
き
、

　
二
十
三
万
円

②
同
居
し
て
い
る
老
人
扶
養
親
族

　
一
人
に
つ
き
二
十
六
万
円
を
差

　
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
そ
の
方
が
障
害
者
で
あ

　
る
と
き
は
、
扶
養
控
除
と
障
害

　
者
控
除
の
両
方
を
差
引
く
こ
と

　
が
で
き
ま
す
。

斜勤・卿蘭切
＼噂寝ガタ騨むジ

γ
》

難
¢
　
　
♪
　
　
1

◎
心
体
障
害
者
が
受
け
ら
れ
る
特

　
典

　
心
身
に
障
害
の
あ
る
人
、
あ
る

い
は
こ
れ
ら
の
人
を
扶
養
し
て
い

る
と
き
は
、
障
害
者
控
除
と
し
て

二
十
一
万
円
（
重
度
の
障
害
者
に

つ
い
て
は
二
十
三
万
円
）
が
差
引

か
れ
ま
す
。

ノ
主
婦
の
パ
ー
ト
と
税
金
／

　
最
近
パ
ー
ト
で
働
き
た
い
と
い

う
主
婦
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
パ
ー
ト
収
入
と
い
う

と
、
内
職
や
外
交
員
の
収
入
な
ど

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
主
婦
の

パ
ー
ト
収
入
が
給
与
だ
け
の
場
合

パ
ー
ト
収
入
が
、
年
間
七
十
九
万

円
ま
で
の
人
は
、
配
偶
者
控
除
の

対
象
に
な
り
ま
す
。
年
間
収
入
が

七
十
九
万
円
を
超
え
る
と
、
配
偶

者
控
除
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
。

・た　スボーツψ

い噺ませんか1
　村民のスポーツの場として、学校を開放して

いろいろなスポーツ活動を行っています。

　ふだん、体を動かしてみたいと思っているあ

なた、参加してみてはいかがですか？
　今年度の利用予定は下記の通りです。

昭和56年1月1日以降に
住宅を新築された（される方）ヘ………

不動麿取得税軽減の申告はお濟みですか？
学校名 利用団体名 活動日 会昌数 代表　者　名 電話番号

中里村ダンスサークル 毎週月曜日 17名 渡辺　　　　進 8363
田 剣　　　　道　　　　郎 毎週火木曜日 10名 田中　　良一 2879
沢 田沢剣道スポーツ少年団 毎週火木曜日 64名 藤田　　　　博 2047
㈲
体
空　　手　　道　　都 毎遍水晦日 ア名 上原　　　　健 2444

育 卓　　　　球（冴年会） 毎週水曜日 8名 樋　口　　正彦 2443
館 卓　　　　球（婦人郎） 毎週金曜日 17名 小林　　弘規 2245
妻有スキークラブ 毎週土曜日 10名 井　ノ　川　　　真 2813
バスケットポールクラブ 毎週月水金曜日 15名 窟井　　　正栄 8417

田 中皇村体協排球郎 毎週月水金曜日 15名 服　郎　　安　英 5446
沢 婦人バレー　ポール 毎週火曜日 16名 井ノ　川朝子 2038
働
体
バドミントン硝年会） 毎週火曜日 19名 服郎　　幸亜 5464

青 清　津　　山　　の　　会 毎週火曜日 21名 富井　　　吉三 28io
館 農協婦人部バレーボール 毎週木曜日 16名 井　ノ　川朝子 2038
中　里　村　庭　球協会 毎週土曜日 62名 小宮山省三 2487

高道山 婦人バレー　ポール 毎週金躍日 10名 高野　　茂実 8336
（小）

役場パレーポールサークル 毎週土曜日 15名 大島　　租子 乞477
澗津峡
（小） 婦人バレ　ー　ポール 毎週水曜日 10名 鈴木ゆ　き　え 3079
貝 員野肖年会バレーポール 毎遇火木土曜日 18名 池田　　芳夫 セ625
野
（
小 ） 姐人バレーポール 毎週水曜日 15名 上村三千代 2495

（注）取得の日から60日以内に上記軽減措置の適用があるべ

　　き旨の申告をする必要があります。
※　倉俣中学校体青館をはじめ、まだ利用予定のない曜日がありますのでご利用くださ

　　詳細は公民館まで連絡してください。

第
二
十
九
回

新
潟
県
青
年
大
会

　
中
魚
沼
郡
予
選
会

　
　
中
里
村
で
開
か
れ
ま
す

種　　　　目 月　　日 時　　間 会　場

卓　　　　球 6月21日 午前9時30分 貝野㈲体育館

バレーボール 〃 〃 田沢（㊨体育館

野　　　　球 〃 〃 村民グランド

剣　　　　道 〃 〃 田沢四体育館

バスケットボづレ 〃 〃 田沢（劇体育館

バドミントン ノノ 〃 津南総合センター

※
詳
し
く
は
公
民
館
ま
で
連
絡
し

　
て
下
さ
い
。
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統
制
小
作
料
が
廃
止
さ
れ

－
協
議
の
目
安
は
標
準
小
作
料
－
　
標
準
小
作
料

　
昭
和
四
卜
．
九
年
九
月
“
．
一
十
日
以

前
に
決
め
ら
れ
た
賃
貸
借
契
約
に

つ
い
て
は
、
小
作
料
の
最
高
額
統

制
が
適
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

咋
年
の
九
月
．
．
．
卜
目
で
廃
止
さ
れ

標
準
小
作
料
制
度
に
移
行
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
農
地
法
で
は
、
賃
貸
料
（
小
作

料
の
額
）
は
、
あ
く
ま
で
貸
し
手

借
り
手
の
双
方
の
話
し
合
い
に
よ

っ
て
決
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
こ
の
話
し
合
い

の
目
安
と
な
る
の
が
「
標
準
小
作

料
」
で
す
。

　
今
年
か
ら
の
小
作
料
に
つ
い
て

貸
し
手
、
借
り
手
の
双
方
で
十
分

話
し
合
い
、
双
方
の
話
し
合
い
が

つ
い
た
小
作
料
に
つ
い
て
、
農
業

委
員
会
に
連
絡
下
さ
い
。

　
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
地

．
兀
農
業
委
員
、
又
は
農
業
委
員
会

へ
．
こ
相
談
下
さ
い
。

へ
移
行

昭和56年度商工業者向け新潟県制度融資の概要

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和56年5月1日現在）

所
管
課

制　　　　度　　　　名 貸付期間 貸付限度額
貸付利率

信保付 その他

商
　
　
工
　
　
企
　
　
画
　
　
課

地　方産業育成資金 3年以内

万円

300

％
6
． 55

鰯
丘85

中
小
企
業
経
営
安
定
資
金

一　　般　　貸　　付 同上 　1．000
組合　5，000 Z10 Z60

特
別
貸
付

地　域　産　業
対　策　融　資

5年以内 2，500 6．55 6．85

共　同　事　業
推　進　融　資

4年以内 5，000 6．60 Z10

大型店進　出
対　策　融　資

同ヒ 　1，500
組合　5，000

ム55 改85

中小企業関連倒産防止資金 5年以内
（債権額の範囲
内で）2，000 6．35

小　規　模　企　業　共　済

預託　融　資　制　度　資金
3年以内 議轍醐額
　　　500

6．75 Z25

観光施設　改善　資金
7年以内

（据置6カ月）

（所要資金の％

以内）　1，000 Z10 Z60

季節旅館改善育成資金
5年以内

（据置6ヵ月）
200 660 z1σ

※詳細は役場産業課商工係まで、または中聖村商・L会へ。

～

消費生活
ニュース

～

1）食塩の表示

　最近は食塩o）取りすぎが悶

題になっています。しょうゆ

についても食塩を抑えたもの

が出回っています。

　食塩が通常のしょうゆの50

％以上80％以下のものには、

「食塩含有率」と「うす塩」

「あま塩」　「あさ塩」のいず

れかの表・ドがあります。

2）保存方法

　表示をよく確かめ、用途や

好みにあったものを選びまし

ょう。空気、日光、熱にあた

ると黒ずんで風味がおちます。

　保存は冷暗所で、開封後は

早く使いきるようにしましょ

う。

　　　中里村

病盲虫防除協議会

　　　設　立
　農業生産の安定と生産性の

向上を図ることを目的として

このほど、中里村、中里村農

業委員会、中里村農業協同組

合により組織されました。

　稲作、畑作物病害虫防除情

報紙の発行、病害虫発．生予察、

緊急防除広報車の巡回など、

いろいろな病害虫防除活動を

行う予定です。

56年度

中里村消費生活

改普協力員紹介
　食品や衣類のことなど、消

費生活で困ったこと、相談し

たいことがありましたら、何

でもけっこうですので、役場

産業課、または消費生活改善

協力員、推進員にご連絡くだ

さい。

◎新潟県消費生活改善推進員

　上原ヒロノ通り山曾2610

◎中里村消費生活改善協力員

　山本キミイ　桂　留25刀

　村山ウメ子程島智8ろ06

　藤ノ木マサ子小出曾8714

　高野　ヒサ倉俣曾8478

　中島　フノ　本屋敷曾7575
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馨らしの
一一基礎づ＜9一

　国民年金
　若い人達にとってみれば、

年金の話しなど遠い将来のこ

とのように感じられますが、

人間である限り必ず年を取り

ます。自分の将来の生活設計

を考えてみれば、生活保障と

しての年金を暮しの中に組み

込むことは当然なことといえ

ます。

　病気やケガ、障害、老年な

どからくる生活の不安に対し

て、国は社会保険のしくみを

取り入れています。いろいろ

な年金制度が作られ、年金に

よって心配なく生活ができる

ように考えられて：います。

　国民年金は他の年金制度に

加入していない人々に、加入

を義務づけている制度で、老

後の所得保障だけでなく、一

家の働き手が亡くなったり、

加入者が障害者になったりし

た場合にも、年金を支給して

生活が守れるよう配慮されて

います。

　しかし、保険料を滞納して

おきますと、将来受ける老令

年金額が少なくなるばかりで

なく、障害年金、母子年金な

ども受けられない場合があり

ますので、保険料はきちんと

納めましょう。
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五
月
十
八
日
総
合
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
第
一
回
目
の
講
座
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　
映
写
会
、
交
流
会
、
ク
ラ
ブ
活

動
な
ど
盛
だ
く
さ
ん
の
内
容
が
、

年
間
十
回
の
計
画
で
行
な
わ
れ
ま

［二

響嘗9
壷
鱗

甚
塗
・
蓋
．
跳

…
醤
■
■

燭蝋醐睡一轍郁嚇置

判膨卜●

タ
ー
ト

す
。
六
十
五
歳
以
上
の
お
じ
い
ち

ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

鮎
幽

　
撫
　
む
離
、
驚
　
　
ケ

　
　
ヂ

　
　
賦
　
の

　
、

た

2．24 1．27 12」6 11．20 1α16 94 ＆24 Z2重 改29
5．重8

閉反記 体 他 事ま 村 と億 長津 映 家 講開
録 験 轡 蔚と 外 は人 生南 写 庭 演講

講省集 を、 代 学め め に 学町 会 を 会式
肥 語 交 習（ ぐ 喜 園 見

式会布 （そ （流 紀 り （ば と （ （つ
（ クう ク（ 録 クれ の ク クめ
ク　． ラ ラ婦 集 ラる 交 ラ ラて
ラ
ブ
）

ブ
）
ブ人

））
）
の

ブ活
）動
流 ブ

）
ブ
）

愈

（
期
日
は
変
更
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
）

　　　　　　　　　ドノ、、ノ

早くたべられるようにならねかの一

趨
全
な
　
あ

・
自
転
車
乗
り
”

　
　
　
　
　
講
習
会

　
自
転
車
に
は
自
動
車
の
よ
う
に

運
転
免
許
が
い
り
ま
せ
ん
が
、
守

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
き
ま
り
が

あ
り
ま
す
。
子
供
が
き
ま
り
を
守

っ
て
、
安
全
に
乗
れ
る
よ
う
に
、

家
庭
で
も
指
導
を
行
な
っ
て
下
さ

い
。

婦
人
の
手
で

転
作
田
に

　
　
メ
ロ
ン
の
裁
培

　
農
村
婦
人
地
域
リ
ー
ダ
ー
と
生

活
改
善
グ
ル
ー
プ
が
中
心
と
な
っ

て
、
転
作
田
に
メ
ロ
ン
と
ス
ナ
ッ

ク
エ
ン
ド
ウ
の
植
え
つ
け
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
転
作
作
物
実
験
事
業

と
し
て
、
村
の
補
助
と
農
業
改
良

普
及
所
の
技
術
指
導
を
う
け
て
実

施
し
た
も
の
で
す
。

　
村
で
は
転
作
作
物
と
し
て
、
定

着
さ
せ
て
い
き
た
い
と
期
待
を
し

て
い
ま
す
。

お互いに気をつけようね

大事にしようね

友
情
文
庫
開
設

昨
年
十
一
月
に
校
舎
を
焼
失
し

た
貝
野
中
学
校
で
は
、
火
災
見
舞

と
し
て
寄
せ
ら
れ
た
見
舞
金
の
一

部
で
、
新
し
い
図
書
を
購
入
し
ま

し
た
。

　
「
友
情
文
庫
」
と
名
付
け
ら
れ

た
こ
の
図
書
は
、
百
科
辞
典
や
伝

記
な
ど
で
、
週
に
二
回
、
生
徒
た

ち
に
貸
し
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
放
課
後
に
は
、
手
狭
な
校
舎
に

も
め
げ
ず
、
辞
典
を
開
い
て
勉
強

す
る
生
徒
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

一
謹
泌

爵
』
麹
．

　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
・
織
轟
醗
翫

　　　　婦で』　清田山・山田章、陽子さん　妄
　おくさんは九州生れで、だんなさんが大阪へ出稼ぎに行ったとき、同じ会社へ勤めていた

のが縁で結ばれました。

　初めて清田山に来たときは「やだっけの一、春のころ来たんだけどまだ雪がいっぺあって

長ぐっの中に雪が入って、しゃっこくて、しゃっこくて忘れらんねの一」、家に入るとすぐ

「ジロ」に足を出してあたったそうです。だんなさんはおくさんの明るいところに、おくさ

んはだんなさんのやさしいところにひかれたそうです。

　最後に、おくさんが「いい父ちゃんだ」と一言。や一まいった一。とても明るく、あたた

かい山田さん夫婦でした。
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曝憂

’

　　　　　馨

娼
人
六
＋
一
名

　
　
　
が
参
加
し
て

　
婦
人
教
養
講
座
始
ま
る

　
五
月
十
三
日
第
一
回
目
の
講
座

が
、
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開

か
れ
ま
し
た
。

　
田
沢
中
学
校
長
・
市
村
真
人
氏

に
よ
る
「
じ
ょ
う
ず
な
話
し
方
」

の
講
演
の
あ
と
、
出
席
者
の
中
の

匿『■勝　　　　　　　　　「糊■■圏■■■■■

おら前に出らんなんてしよしいてえ一

数
人
が
前
に
出
て
・
実
際
に
人
前
識

麓
誓
縫
嘱
は
熱
気
が
毎

◎
期
日
等
は
変
更
あ
る
か
も

　
し
れ
ま
せ
ん
。

、
献φ蓼・

　
　
尊
皆
切
か
い
か
、
そ
ま
を
康
献
き
。

　
　
＝
　
大
す
て
誰
て
か
れ
査
健
　
で
す

い生命が救われます一

さん、これまでに血液の

さを考えたことがありま

。今日も誰かが献血をし

ます。その血液できっと

が救われています。そし

私もあなたも、いつの日

の血液で救われるかも知

せん。献血では多くの検

行って、献血された方の

管理にも役立っています6

血はいつでも、どこでも

る、あなたの暖かい心で

中
里
村
青
少
年
育
成

村
民
会
議
開
か
れ
る

地
域
住
民
の
青
少
年
問
題
に
対

す
る
、
共
通
の
理
解
を
深
め
、
地

域
ぐ
る
み
で
、
青
少
年
育
成
活
動

を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

去
年
の
七
月
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
会
員
百
八
十
六
名
で
い
ろ

い
ろ
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
会

員
に
な
り
た
い
方
は
、
坤
里
村
社

い
。 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肋

会
福
祉
協
議
会
に
申
込
み
く
だ
さ
　
～
。

，
砧

㎜㎜
・
㊤
馨

　
　
小
柳
久
美
子
さ
ん
は
、
如
来
寺

　
出
身
の
若
い
先
生
で
す
。

伽
ー
趣
味
は
・

｛o即

一ズ

「
紙
人
形
を
作
る
こ
と
と

編
物
」
！
子

か
ら
な
い
と
、
ど
う
し
て
も
先
生

が
答
え
て
し
ま
う
の
で
、
自
分
で

考
え
ら
れ
る
よ
う
に
指
導
し
た
い

で
す
ね
。
」

ー
父
兄
に
望
む
こ
と
は
、

「
学
校
も
父
兄
も
一
緒
と
い
う
感

じ
で
す
し
、
と
て
も
よ
く
や
っ
て

く
れ
ま
す
の
で
、
こ
れ
以
上
望
む

卿
諜
穐
＠
驚
犠

と
て
も
素
直
だ
と
、
皆
さ
ん
ほ
め

て
く
れ
る
ん
で
す
よ
。
」

ー
教
育
方
針
は
、

「
自
分
で
し
っ
か
り
考
え
ら
れ
る

子
供
、
人
数
が
少
な
い
た
め
、
わ

い
い
先
生
だ
っ
た
の
で
、
教
師
と

い
う
職
業
に
あ
こ
が
れ
て
い
た
と

の
こ
と
。

笑
顔
の
絶
え
な
い
、
と
て
も
や

さ
し
い
先
生
で
し
た
。

づ2

多
麦
4
多
ノ
！
髪
多
髪
覆
多
髪
多
夢
多
’
づ
ノ
多
’
多
麦
づ
髪
多
凌
多
髪
多
’
！
髪
多
凌
ζ
多
’
多
’
多
’
！
髪
多
’
づ
髪
－
’
多
2
髪
づ
’
多
’
！
髪
づ
’
多
’
多
乏
ζ
多
ノ
！
髪
多
’
多
を
’
麦
ζ
多
’
！
麦
多
’
多
看
1
’
多
’
多
麦
ζ
多
’
多
2
を
髪
ζ
多
髪
づ
多
を
．
ζ
多
’
／
、
！
、
多
．
多
看
多
2
、
づ
．
4
多
．
！
、
！
、
づ
を
、
4
多
ク
．
〃
4
多
、
多
．
多
、
1
ダ
づ
ノ
．
多
を
フ
、
！
．
ζ
多
．
！
、
！
、
多
．
！
．
多
ク
2
2
．
多
、
多
2
身
、
多
2
噂
『

教育長に……

　　吉楽寛一さん

　56年4月22日付で、村山軍

英さんにかわっ、て、吉楽寛一

さんが、中里村教育長に就任

されました。

　吉楽さんは、国鉄東京給電

管理局信濃川発電所の助役を

されていた、当年55歳の宮中

出身の方です。中里村教育委

員を今までに2期（9年）経

験されています。

　　　　　　　　し猶

御陣荘に
　　　駐車場完成9
　静かな森の中に建てられた

総合福祉センター「御陣荘」

は、郡市の皆様の憩いの場と

して、昭和48年5月に開設さ

れて以来、8年間にわたり、

1只500人の方々に利用され

ております。

　このほど、利用者からの要

望でした駐車場が完成いたし望でした駐軍場が完成いたし

ました。

　今後とも、健康の維持と増

進、そして憩の場として、大

いに利用してください。

　使　用　料

郡市のノ∫が利用するとき

大　人 150円
鮒 小　人 70円
人 でIIし．70歳以トのノノや身休障、酵渚r

鰻所持κは半額

1ぺにつき 120Fl
団
体

但し、70歳以1のノノや身体障，O諸f・

帳所持者は『卜額

ク　ラ　ブ　室 1H 500円
各
室

研　　修　　室 111 1，200円

を 老　　人　　室 111 1．20D　F】

炉
－
一

一
” 欄談室　（1号♪ 1目 500円
使
用 相談室　（2号少 111 500円
す
る

会　　議　　室 111 1，400円

と 大　　広　　開 1日 2．500円
斗
』

ノk　広　　問 1目 2．500円

暖 房 料 1人 50円
ブレイヤー使用料

カラオケセント
｝ 200円

　　※団体とは引卒者のあるm人以との場合で、小人と
　　　は義傷教甫終ゴ前のガ々てすo

広瓜応応応4」一
＞全国農業会議所会長賞に輝く《会りまつ

　　　　一若い農業者グループ活動コンクール　　一

　この賞は農山漁村で活躍する、若い農業者のグループを表彰するものです。

つまり会は村内に住む若い農業者の集りで、現在20名（O　B会11名）で月2回

の定例会を主軸に活動しています。去年は清津峡で実績発表、農業祭での野菜

の即売会、群馬県妻恋村の野菜作りと4次元農業の視察、グリーンフェスティ

バル参加など。村の明日の農業の担い手である。只今、一緒に活動してくれる

若い女性会員募集中！ノ　　　代表者　古高悟（82969）

おれたちの仲間


